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点

睛

第62回シティーウォークは「第一工場ごみ処理施設」見学コース（90分間見学）です、予約が必要です

往復ともバスを利用します、参加をお待ちしております

お
年
寄
り
に
も

優
し
い
政
治
を
！

２０２２年

２８８号
５月１８日（水）

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
さ
な
か
５
月
６
日
（
金
）
久
々

の
行
動
制
限
な
し
の
連
休
で
多
く

の
人
が
遠
出
を
す
る
中
、
年
金
者

組
合
は
第
61
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

で
越
谷
市
内
の
緑
と
お
花
を
楽
し

み
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
朝
9
時
に
越
谷
駅

東
口
に
集
ま
っ
た
の
は
、
吉
田
健

治
さ
ん
、
宇
佐
美
と
し
子
さ
ん
、

曽
我
光
枝
さ
ん
、
草
薙
恵
美
子
さ

ん
、
古
川
正
治
さ
ん
、
山
本
英
郎

さ
ん
、
五
十
嵐
光
範
さ
ん
の
７
人
。

ま
ず
は
中
央
市
民
会
館
の
正
面

広
場
に
一
年
前
ほ
ど
に
出
来
た
江

戸
時
代
に
日
本
一
の
力
持
ち
と
呼

ば
れ
た
「
三
ノ
宮
卯
之
助
」
の
顕

彰
碑
を
見
学
。
次
に
道
路
を
挟
ん

だ
市
役
所
前
で
移
転
さ
れ
た
「
相

扶
共
済
」
の
石
碑
を
見
学
。
こ
れ

は
越
ヶ
谷
順
正
会
と
い
う
国
民
健

康
保
険
類
似
組
合
の
第
1
号
を
記

念
し
た
も
の
で
、
越
谷
指
定
有
形

文
化
財
で
す
。

新
装
さ
れ
た
市
役
所
の
８
階
に

は
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
あ
り
、
９
時
か

ら
16
時
ま
で
誰
で
も
昇
っ
て
景
色

を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

越
谷
生
ま
れ
、
育
ち
の
吉
田
健

治
さ
ん
が
景
色
を
見
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

元
荒
川
の
中
土
手
を
新
宮
前
橋

（
旧
寺
橋
）
へ
、
川
沿
い
の
花
壇

に
は
既
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
終
わ

り
、
菖
蒲
に
は
ま
だ
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
５
月
に
な
り
北
側
の
用

水
路
も
水
が
入
り
新
緑
が
ま
ぶ
し

か
っ
た
で
す
。
久
伊
豆
神
社
の
長

い
参
道
を
通
り
、
ま
ず
は
拝
礼
。

奥
に
は
卯
之
助
が
上
げ
た
と
い

わ
れ
る
50
貫
の
力
石
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
飛
山
ま
す
み
さ
ん
が
途

中
参
加
。
名
物
の
藤
は
終
わ
り
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
藤
棚
の
後
ろ

の
池
を
め
ぐ
る
と
暖
か
い
陽
ざ
し

を
浴
び
て
奥
の
島
に
は
亀
が

重
な
っ
て
甲
羅
干
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
神
社
と
並
列
し
た
緑
の
森

公
園
に
西
側
に
は
約
５
０
０
本
の

芍
薬
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
日
は
満
開
に
は
１
週
間
早
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。

せ
っ
か
く
な
の
で
隣
接
す
る

「
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
」
（
入

園
料
１
０
０
円
）
も
見
学
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
に
寄
贈
さ
れ
た

故
有
瀧
龍
雄
氏
の
植
物
園
を
整
備

し
、
新
た
に
市
の
植
物
園
と
し
て

開
園
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
昼

食
は
、
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
料

理
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
分
け
合
い
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
懇
談
し
ま
し
た
。

食
後
、
越
谷
市
指
定
文
化
財
・

記
念
物
・
旧
跡
・
越
ヶ
谷
御
殿
跡

の
碑
を
見
学
。
越
ヶ
谷
御
殿
は
徳

川
家
康
に
よ
っ
て
慶
長
9
年
（
1

6
0
4
）
に
設
け
ら
れ
た
御
殿
で
、

御
殿
の
建
物
に
関
す
る
詳
細
は
不

明
で
す
が
、
そ
の
広
さ
は
お
よ
そ

現
在
の
御
殿
町
全
域
と
推
定
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

最
後
は
市
の
天
然
記
念
物
に
さ

れ
て
い
「
有
瀧
家
の
タ
ブ
の
木
」
。

歴
史
あ
る
黒
塀
に
囲
ま
れ
た
旧

家
内
に
あ
る
タ
ブ
ノ
キ
で
す
。

幹
回
り
約
3
・
7
ｍ
、
樹
齢
は

約
4
0
0
年
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
苦
労
さ

ん
会
は
、
越
谷

駅
前
に
も
ど
り

「
サ
イ
ゼ
リ
ヤ
」

で
今
回
の
感
想

と
次
回
の
希
望

を
話
し
合
い
ま

し
た
。
14
時
頃

解
散
し
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）

第
61
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

越
谷
市
内
の
「
緑
と
お
花
」
を
楽
し
み

「
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
」
を
見
学

岸
田
政
権
は
、
公
的
年
金
額
の
22
年
度
の
改

定
率
を
「
マ
イ
ナ
ス
0
・
4
％
」
と
定
め
、
昨
年

度
に
つ
づ
き
、
年
金
削
減
を
2
年
連
続
で
実
行
し

ま
し
た
。

国
民
に
「
自
己
責
任
」
と
「
弱
肉
強
食
」
を
強

い
る
新
自
由
主
義
路
線
を
強
力
に
推
し
進
め
て
き

た
自
公
政
権
は
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
物
価
や

賃
金
な
ど
に
関
わ
る
「
指
標
」
に
も
と
づ
き
な
が

ら
、
年
金
の
支
給
水
準
を
下
げ
続
け
る
と
い
う
改

定
の
ル
ー
ル
を
強
化
・
徹
底
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
削
減
は
、
そ
の
改
定
ル
ー
ル
の
強
化
・

徹
底
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
安
倍
政
権
が
導
入
し
、

21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
賃
金
マ
イ
ナ
ス
ス
ラ
イ

ド
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

厚
労
省
の
モ
デ
ル
世
帯
の
試
算
で
は
、
老
齢
基

礎
年
金
（
満
額
）
は
月
6
万
5
0
7
5
円
か
ら
6

万
4
8
1
6
円
に
2
5
9
円
の
減
額
、
老
齢
厚
生

年
金
（
夫
婦
2
人
分
）
は
月
22
万
4
9
6
円
か
ら

21
万
9
5
9
3
円
に
9
0
3
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
削
減
で
、
安
倍
・
菅
・
岸
田
政
権
の

10
年
間
（
13
～
22
年
度
）
で
、
物
価
は
5
・
6
％

上
が
っ
た
の
に
年
金
は
1
・
1
％
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、
6
・
7
％
も
目
減
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
貧
困
と
格
差
の
拡
大
を
ま
ね
く
年
金
削
減
は

中
止
し
、
改
定
ル
ー
ル
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
、

「
減
ら
な
い
年
金
」
へ
転
換
を
迫
り
ま
し
ょ
う
！

又
、
岸
田
自
公
政
権
が
今
年
10
月
か
ら
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
2
倍
化
中
止
を
求
め
る
請
願
署
名
の
提
出
集
会

が
行
わ
れ
、
「
高
齢
者
は
所
得
が
低
く
、
病
気
も

多
く
抱
え
て
お
り
、
医
療
費
負
担
率
は
現
役
世
代

の
２
倍
以
上
だ
」
「
国
民
全
体
の
問
題
だ
、
子
や

孫
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
奮
闘
し
よ
う
」

と
7
万
1
4
0
6
人
分
の
署
名
を
提
出
、
累
計
で

64
万
3
0
3
9
人
分
に
な
り
ま
し
た
。

夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
お
年
寄
り
も
安
心
し

て
生
活
出
来
る
政
治
に
転
換
す
る
為
に
、
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
！
（
森

秀
夫
）


